創作の裏側 : 新収蔵品を中心に : 彫刻家若林奮と倉澤實 by 川上 真由子
創作の裏側：新収蔵品を中心に
―― 彫刻家若林奮と倉澤實 ――
Backside of the Original Work : 









3】、《2000.06.19-107》【図 4】、《1988.05.23-029》【図 5】の 5 点（うち 1 点は寄贈）で、倉澤は、立
体作品《残したかたち 02》【図 6】、《残したかたち 05》【図 7】の 2 点（うち 1 点は寄贈）である。な
お、これらの作品は、本稿と同名の展覧会「平成 29 年度収蔵品展　創作の裏側：新収蔵品を中心に」1
において、本学の収蔵品と共に展示を行った。作品を収蔵するにあたり、2017 年 1 月と 4 月にふた
りのアトリエに伺い、関係者から聞き取りを行った。本稿では、この調査によって明らかになった
制作や考え方を中心に、両名の創作の類似点や相違点、そしてそれぞれが目指した “ 彫刻のかたち ”
Aichi University of the Arts has collected many excellent works, since opening. We have 
collected 7 works, Wakabayashi Isamu(1936-2003）and Kurasawa Minoru (1934-2011) in 
2016. Both of them are sculptors.
Wakabayashi received high praise at home and abroad. Kurasawa has unveiled unique 
works through outstanding shaping power and innovative idea. There are many maquette and 
toys that help creation in the atelier of the two. 
Behind art and music, every creation, the processes of thinking is expressed by drawing, 
studies, drafts and so on. Furthermore, from the things and tools collected by artists, you can 
see the attitude toward creation. Many of these are not works, so they may be lost or forgotten 
while not knowing the writer himself and his bereaved families. It seems that from the things 
left by the artist in the creation process and what was left, the form of a new creation will come 
into view.
In this paper, from the backside of creation, what is the artist thinking and what was aimed, 





































































林にとって平面はもはや、“ かたち ” ではなく存在そのものを捉えようとしていたのではないだろうか。
　若林は、絵画と彫刻の違いについて、彫刻は「見えていない向う側をどうしてもつくらなくてはい































にメキシコ国立博物館に勤務することになる。その間に、《La cabeza de la piedra》などの作品が、メキ
シコ国立美術館の収蔵となる。メキシコでは、日本と大きく異なる風土と文化に触れ、倉澤は、そこで
の生活を「私の原体験の上に新たにもう一つの原体験を重ねたと言える程、造形を考える上で核となる





















































　 若 林 の《1999.07.14-244》《1999.08.06-248》《1999.08.22.27-111》《2000.06.19-107》 は、
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５.　新収蔵品について（倉澤實）







































































迫内祐司「日光出身の芸術家　倉澤實」、『文化のつどい　にっこう』25 号、日光市文化協会日 光支部、2013 年 3 月号
多摩美術大学若林奮研究会『若林奮くるみの樹 DRAWING 1999-2003』多摩美術大学、2005 年
多摩美術大学若林奮研究会『若林奮 DAISY 1993-1998』多摩美術大学、2007 年
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若林奮《DOME》 1988 年　広島市現代美術館蔵　( 図 11)
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第 5 回現代日本美術展に《びちゃ A》を出品





1975 島根大学教育学部勤務（～ 98 年）
1979 文化庁芸術家在外研究員として、スペインに住む
1980 スペインにて個展を開催
1983 東京にて個展を開催
1987 神戸具象彫刻大賞展　87 優秀賞受賞
2002 《残したかたち 02》
2005 《残したかたち 05》
2009 松平直政公　騎馬像設置（島根県松江市）
2011 逝去
以上については『倉澤實作品集』や調査したものを参照
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